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１ 開 会

２ あ い さ つ

３ 議 事

（ １） 審査事項

市民活動表彰者の選考について【 資料１】  

（ ２） 協議事項

   ① 自治基本条例の見直しについて【 資料２】  
   ② 地域組織のあり方検討について【 資料３、４】  
   ③ 参画と協働のまちづく りフォーラムについて【 資料５】  
   ④ 委員会スケジュールについて【 資料６】  

（ ３） 報告事項

審査結果報告

４ そ の 他

 次回日程 

5 閉 会

第３回 鳥取市市民自治推進委員会

日時 令和元年１０月２３日（ 水） 15: 00～17: 00

場所 市役所本庁舎６階第３会議室



自治基本条例見直しのスケジュール（案）

●前回の見直しの流れ、過去の答申内容を共有 
     ↓  

●委員へ見直し検討ワークシートを配布、庁内各課へ意見を照会 
     ↓  

●各委員、各課の意見を集約 
     ↓  

●条例の見直し諮問 
     ↓  

●見直し検討の手法を確認、各委員・各課の意見について個別に検討 
     ↓  

●見直しとりまとめ 
     ↓  

●答申案を作成、検討 
     ↓  

●答申 

※参考【Ｈ28年度市民自治推進委員会スケジュール】 
Ｈ28.4.28 第1回 委員へ見直し検討ワークシート、前回の見直しの流

れ、各課の意見集約状況を配布、説明 

Ｈ28.5.24～6.17各課へ意見の照会（メール） 

H28.6.30 第2回 補助金審査 

Ｈ28.7.31 フォーラム 

Ｈ28.8.30 第3回 フォーラム振り返り、視察について 

Ｈ28.10.27 第4回 表彰者選考、視察について 

Ｈ28.12.20 第5回 視察中止に伴う市内先進地事例紹介、雲南市視察報

告、条例の見直し（各課の意見集約状況、前回答申

配布） 

Ｈ29.1.17 第6回 条例の見直し諮問（市長出席）、見直し検討の手法

について確認 

Ｈ29.1.26 第7回 見直し検討、条例への意見（委員、各課）について

個別に検討 

Ｈ29.2.28 第8回 見直しとりまとめ 

Ｈ29.3.17 第9回 答申書案について 

Ｈ29.3.28 第10回 答申（市長出席）
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地域組織支援モデル事業一括交付金（取り組み前後の比較）

１．組織の一本化

変更前 変更後 備考

明治
明治地区公民館運営委員会

明治郷づくり協議会
明治郷づくり協議会 平成３１年４月２１日に規約変更

用瀬
用瀬地区公民館運営委員会

用瀬地区まちづくり協議会
用瀬地区まちづくり協議会 平成３０年４月２日に規約変更

佐治
佐治地区公民館運営委員会

佐治町まちづくり協議会
佐治町まちづくり協議会 平成３１年４月２２日に規約変更

※いずれの地区も２つの組織（公民館運営委員会・まちづくり協議会）をまちづくり協議会に一本化

２．組織体制の変更

変更前 変更後 備考

明治

①総務広報部
②生涯学習部
③健康福祉部
④防災・防犯部
⑤自然環境部

①生涯学習・コミュニティ部
②健康・福祉・人権部
③安心安全部
④自然環境・地域活性化部

「生涯学習部」に社会教育事業、

総務広報事業の機能を持たせ、

「生涯学習・コミュニティ部」に

名称を変更

用瀬

①総務会
②広報部
③生活安全部
④健康福祉部
⑤教育文化部
⑥地域美化部
⑦地域活性化部

変更なし

佐治

①健康・福祉部会
②文化・スポーツ部会
③地域・環境部会
④広報部会

①健康・福祉部会
②文化・スポーツ部会
③地域・環境部会
④広報部会
⑤公民館事業部会

社会教育事業を担う、「公民館事

業部会」を設置

※（参考）　令和元年９月末時点

　・用瀬地区（人口：１，１０４人　世帯数：４３５世帯　高齢化率：４２．３％　集落：　６集落）

　・佐治地区（人口：１，８２６人　世帯数：７６１世帯　高齢化率：４９．５％　集落：２７集落）

　・明治地区（人口：１，１２０人　世帯数：４４４世帯　高齢化率：３９．２％　集落：１３集落）　
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鳥取市市民自治推進委員会の視察について 

 地域組織のあり方検討や自治基本条例の見直し検討の参考とするため、自治

推進委員会の視察を計画しています。  

 視察先を２つ設定し、２班（ ２日） に分かれて視察します。  

１ 日程（候補日）

 11月19日（ 火）、26日（ 火）、 27日（ 水）  

 ※いずれも日帰り、公用車での移動を想定 

２ 視察先（案）

案① 兵庫県朝来市

人口 30,297人（Ｒ1.9.30現在） 

自治基本条例 「朝来市自治基本条例」を平成21年4月1日に施行。 

地域組織の 

設立状況 

平成20年9月末までに市内全域に11の地域自治協議会（概

ね小学校区単位）が設立。自治基本条例にも明文化されてい

る。 

市の支援制度 平成20年4月1日に地域自治協議会を対象とした地域自治包

括交付金を施行。地域の自主的判断に基づいて使途を決定す

ることができる。 

その他 コミュニティセンター条例を平成17年4月1日に施行。指定

管理制度を導入している。 

※与布土地区への視察を調整中（11月19日か26日）。 
案② 岡山県新見市

人口 29,135人（Ｒ1.9末現在） 

自治基本条例 「新見市まちづくり基本条例」を平成17年3月31日に施行。

地域組織の 

設立状況 

令和元年度に地域運営組織を支局内に2団体設立。 

市の支援制度 平成31年4月1日小規模多機能自治一括交付金を施行。市長

の認可を受けた地域運営組織に対し交付している。 

３ その他

視察後、視察を行っての所感や鳥取市でも導入した方がいいこと等について

レポートを提出いただきます。様式は別途ご用意します。  

資料４ 



参画と協働のまちづくりフォーラムについて（たたき台） 

１ テーマ 

・地域の実情に合った制度の見直し（モデル事業の取組状況）について 

・地域づくりと社会教育の融合について 

２ 時期 

令和2年４～５月開催

３ 内容 

・講演 

・地域による事例発表 

・パネルディスカッション 

４ その他 

社会教育委員会議との共催 

５ スケジュール（イメージ） 

年内（～１２月） テーマの決定 

・視察で得た知見、委員会での話し合いなどを踏まえ、テ

ーマを決定します。 

１～３月 具体的な内容、構成の決定 

・開催日時、場所、内容、構成、時間配分、出席者などに

ついて具体的に検討します。 

３～４月 詳細な段取り、役割の決定 

・資料の内容、タイムスケジュール、委員の役割分担など

を検討します。 

４～５月 フォーラム開催 

・フォーラムを開催し、開催結果のまとめを行います。 

資料５ 
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平成３０年度 参画と協働のまちづく りフォーラム

１ 目 的

鳥取市が平成２０年度を「 協働のまちづくり元年」 とし、市民との協働によるまちづく り

の取組みを進め始めてから１０年が経過した。この間、全６１地区にまちづくり協議会が設

立されるなど一定の成果が得られたが、急速な人口減少や地域課題の多様化などにより地域

をとりまく環境は変化しており、地域によっては人材や資金の不足など組織や活動の維持継

続に不安を抱えておられる状況である。実際に地域組織に関わる方たちに現状の課題を把握

していただき、本フォーラムで得た知見を自身の地域に当てはめていただくことで、これか

らの地域組織のあり方を考える契機とすることを目的とする。

※ …地域組織 まちづくり協議会、地区公民館など一定の地域を単位としてつくられた様々 な組織の総称

２ 参加者

まちづくり協議会、地区公民館といった地域組織のあり方を中心テーマとするため、地域

での具体的取組みに日々 直接携わる方を本フォーラムの主な対象者とする。 

 約１５０名を想定

・ まちづくり協議会、地区公民館関係者等 地区２名×６１地区

・ 市民自治推進委員会委員           など

※地区公民館を通じて取りまとめを行い、一般周知はしない

３ 予定日時

日にち： 平成３０年１２月２日（ 日）

 時 間： １３： ３０～１６： ３０

４ 場 所

※ 人権交流プラザ ３階大ホール   （ 定員１５０名 会議机使用時）

５ 内 容

  ①  先進事例の講演
  ②  本市におけるフィールドワーク実施地区の発表会
  ③  パネルディスカッション

６ 主 催

鳥取市、参画と協働のまちづくりフォーラム実行委員会 

（ 委員）  

  ・ 鳥取市市民自治推進委員会委員 １０名 

  ・ 宮下地区まちづくり協議会長、宮下地区公民館長 

  ・ 佐治町まちづくり協議会長、佐治地区公民館長 

参考資料４ 
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実行委員長

中川 玄洋（ 市民自治推進委員会委員長、地域組織のあり方検討アドバイザー）  

司会進行

 藤田 良二（ 市民自治推進委員会委員）  

日 程

○ １３： ３０ 開 会

あいさつ ―――――――――――――  実行委員長、鳥取市長 〔 １０分〕  

○ １３： ４０ 講演会 ――――――――――――――――――――――――――〔 ４０分〕  

       講 師 豊岡市 政策調整部政策調整課 井上靖彦氏 

       演 題 私たちの地域は私たちでつくる～地域コミュニティ崩壊の危機に備える～ 

○ １４： ２０ 発表会 ――――――――――――――――――――――――――〔 ５０分〕  

       地域組織のあり方検討について（ 鳥取市）〔 １０分〕  

フィールドワークでの検討内容、課題、今後について（ 宮下・ 佐治地区）〔 各２０分〕  

○ １５： １０ 休 憩 ――――――――――――――――――――――――――〔 １５分〕

○ １５： ２５ パネルディスカッション ――――――――――――――――――〔 ５５分〕

「 これからの地域組織のあり方について」

パネリスト     ・ 豊岡市井上講師

・ 宮下地区代表 ・ 佐治地区代表 

 ・ 鳥取市長          

        コーディネーター ・ 中川委員長 

 ○ １６： ２０ アンケート記入 ――――――――――――――――――――――〔 １０分〕

○ １６： ３０ 閉 会

※参加者からの質問について 
 ・ 質問票に記入してもらい、パネルディスカッション時に会場からの意見として取り上げる

※フォーラムのフォロー
フォーラムで得た知見を参考に、各地域において、自身の地域でのこれからの地域組織のあ

り方を考えていただく 。

平成３１年１月から２月ころに開催予定のまちづく り協議会研修に各地域の考え方を持ち

寄り、意見交換（ グループワーク） を行う。 

  内容については、フォーラムで記入いただいたアンケートを参考にする。 
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平成３０年度 参画と協働のまちづくりフォーラム 概要

日  時 平成３０年１２月２日（ 日） １３： ３０～１６： ３０

場  所 人権交流プラザ             （ 当日日程は意見書１５Ｐ参照）

参加人数 ９９名（ 内地区関係者８６名）

１．講演会

講師： 豊岡市政策調整課 井上靖彦 氏

 ・ モデル地区の取組み（ Ｈ26～Ｈ28）
 ・ 地域コミュニティに関する条例施行（ Ｈ28.9）
 ・ 地域コミュニティ組織を認定（ Ｈ29.4）
（ 市からの運営支援）  

・ コミュニティづくり交付金の交付（ 地域雇用職

員の人件費、組織運営・ 活動費支援）

・ コミュニティ活性化交付金の交付

・ 地域マネージャーの配置、人材育成

２．発表会

発表： 鳥取市企画推進部地域振興局長 安本哲哉、宮下地区公民館長 横山浩 氏、

佐治地区まちづくり協議会会長 小谷繁喜 氏

 ○まちづくりの取り組み開始から１０年が経過して（ 課題）  

宮

下

・ 地区としての目標を定め、公民館とまちづく り協議会が一体となって取り組

んでいる

・ 公民館運営委員会とまちづくり協議会の役員の多くが兼務している

・ 活動資金の流れが分かれているため事務処理が煩雑

佐

治

・ 少子高齢化による地域と学校の連携や地域活動の担い手や後継者の不足

・ 生活に必要なサービスや機能の縮小・ 後退に対する不安

・ 行政まかせ、行政頼りから住民主体の取り組みへの転換の必要性

 ○地域がめざす姿 
  ・ 組織と資金の流れを一本化し、地区内の様々 な取り組みを一体的に進めていく。

○市に期待すること 
  ・ 地区公民館とまちづくり協議会を一体化し、社会教育と地域づくり・ コミュニテ

ィ活動を効率的・ 効果的に取り組む。

  ・ 市からの活動資金の一本化、公民館の地域運営に伴う人件費を含めた一本化。

  ・ 公民館を地域活動の拠点として、さらに活用するための施設の整備や充実。

３．パネルディスカッション

パネリスト： 豊岡市 井上靖彦 氏、宮下地区まちづくり協議会会長 田中道春 氏、 

佐治地区まちづくり協議会会長 小谷繁喜 氏、鳥取市長 深澤義彦 

コーディネーター： 実行委員会委員長 中川玄洋 氏 

【 組織体制について】  

宮下・ 佐治： 地域組織・ 役職の重複が多く無駄が多いため組織・ 資金の一本化を望む。

参考資料５ 
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豊岡： 豊岡市は、一括交付金としてコミュニティづくり交付金を制度化したが、地 

域に継続してほしい事業もあるため、全ての補助金を一本化することはでき

なかった。

市長：人、資金の流れを整理し、わかりやすくしたほうが良いのではないかと思う。

行政から依頼する委員などについても、地域の状況を確認し、柔軟に人数等

を調整していけるよう研究したい。

豊岡： 豊岡市は、平成２６年度から公民館とコミュニティを一体に進めるというこ

とで、地域コミュニティと社会教育を１部署で担当して検討を進めたため、

スムーズな条例施行となった。公民館条例は廃止し、コミュニティセンター

で公民館がすべき人材育成を継続するよう条例に規定した。

  【 住民意識の向上について】  

宮下・ 佐治： 住民への活動の周知をしっかり行いたい。

  豊岡： 自慢大会という地域が行った活動を発表し合う機会を設けた。

   佐治： まちづくり協議会では今年から事業評価を行っており、自分達で事業の目的

を考え、その達成度を評価し、翌年の計画に反映させる取組みを始めた。

   市長： 住民意識を深めることは増々 重要になってくる。他地区の取り組みを鳥取市

が紹介することも重要だと思う。

 【 まとめ】  

佐治： 合併地域の中で一番人口減少や高齢化が突出している。できることから少し

ずつ住民主体で取り組んでいくことが大事。

宮下： フィールドワークではコーディネーターに引っ張ってもらい課題が明確にな

った。こうした専門家を市に支援していただきたい。

市長： 地域の特性や強みを生かした地域運営を行っていただきたい。来年度以降、

具体的に地域の実情や時代に即した制度、支援の見直しを行いたい。

４．アンケート

概ね、参考になったとの評価をいただいた。

＜主な意見＞ 

・豊岡市は思い切り組織改革されている。目的を達成しやすい構造であると感じた。

・ 同様の課題・ 問題が多い。組織や活動の洗い出しが必要である。

・地区公民館、まちづくり協議会の位置づけの明確化が必要。行政側の改革を期待し

ている。

・地区全体で事業の棚卸しの必要性を感じた。まちづくり事業の評価の仕組みを考え

たい。

12
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1

1

パネルディスカッション

発表会

講演会

大変参考になった 参考になった あまり参考にならなかった

全く参考にならなかった 回答なし



令和元年度～令和２年度　市民自治推進委員会　スケジュール
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提出

諮問～見直し審議～答申

地域組織のあり方検討 検討状況は随時委員会で報告

１～３月１０～１２月７～９月４～６月１～３月１０～１２月７～９月

参画と協働のまちづくりフォーラム

自治基本条例の見直し答申 事前調査等

内容の検討・作
成

令和元年度 令和２年度

委員会開催月目安

委嘱状の交付、委員長の選出

活動計画の確認

４～６月

市民まちづくり提案事業（市民活動
促進部門）審査会委員の選出

市民まちづくり提案事業（協働事業
部門）の審査

市民活動表彰者の選考

委員会意見書の提出

実施準備（内容検討）実施時期・方向性の決定

先進地視察

資料６


